
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国指定重要文化財（建造物）の追加指定について 

 

 

１ 答申が行われた本県所在の建造物 
 

妙
みょう

義
ぎ

神
じん

社
じゃ

 ４棟、１基（随
ずい

神
しん

門
もん

１棟、廻
かい

廊
ろう

１棟、銅
どう

鳥
とり

居
い

１基、御
ご

殿
てん

１棟、社
しゃ

務
む

所
しょ

１棟） 

（所在地：富岡市妙義町妙義） 詳細は別添資料を参照 
 

・随神門と廻廊は明暦２年（１６５６）の建築で、石段を上った境内上段に位置します。 

・銅鳥居は享保４年（１７１９）建立の明神鳥居で、柱元に獅子の飾りが付いています。 

・御殿と社務所は別
べっ

当
とう

寺
じ

であった石
せき

塔
とう

寺
じ

の建物として、安政３年（１８５６）頃に建てら

れました。 
 

 ※妙義神社では、本
ほん

殿
でん

・幣
へい

殿
でん

・拝
はい

殿
でん

、唐
から

門
もん

、総
そう

門
もん

の３棟が、昭和５６年（１９８１）６月に

国の重要文化財に指定されています。 

 

２ 群馬県内の国宝・重要文化財（建造物）数（官報告示後） 
 

２７件、８７棟・基（うち国宝１件、３棟を含む） （件数増加なし、５棟・基の増） 

 

３  関係機関 連絡先 
 

   富岡市教育委員会文化財保護課 ０２７４－６２－１５１１（内２１３２） 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月１８日 

地域創生部文化財保護課 

文化財活用係 

電話 027-898-3547 内線 3547 

令和６年１０月１８日（金）に国の文化審議会（会長 島谷
しまたに

弘幸
ひろゆき

）が開催され、本県所

在の建造物１件の追加指定が答申されました。 

群馬県としては、令和元年度から実施した近世寺社総合調査の成果が今回の指定へと繋

がったと考えています。 



資料 

妙義神社の国重要文化財指定（追加指定）について 

 

 

１  名称及び員数  

妙義
みょうぎ

神社
じんじゃ

 ４棟、１基 （所有者：宗教法人 妙義神社）  

 

      随
ずい

神
しん

門
もん

  １棟 

      廻
かい

廊
ろう

   １棟 

      銅
どう

鳥
とり

居
い

  １基 

      御
ご

殿
てん

   １棟 

         附
つけたり

   棟
むな

札
ふだ

  ２枚 

      社
しゃ

務
む

所
しょ

  １棟 

      附
つけたり

    波
は

己
こ

曾
そ

社
しゃ

本
ほん

殿
でん

及
およ

び拝
はい

殿
でん

  １棟 

      附
つけたり

    棟
むな

札
ふだ

          ２枚 

 

※【参考】昭和５６年（１９８１）６月５日 指定 

   妙
みょう

義
ぎ

神
じん

社
じゃ

 ３棟 

      本
ほん

殿
でん

・幣
へい

殿
でん

・拝
はい

殿
でん

  １棟 

         附
つけたり

   神
しん

饌
せん

所
じょ

  １棟 

              透
すき

塀
べい

  １棟 

              棟
むな

札
ふだ

  １枚 

              銘
めい

札
ふだ

  １枚 

              旧
きゅう

屋
や

根
ね

銅
どう

瓦
がわら

 １枚 

      唐
から

門
もん

        １棟 

      総
そう

門
もん

        １棟 

         

 

 

 

①  妙義神社の建物４棟１基が、新たに国の重要文化財に追加指定されます。 

②  妙義神社では昭和５６年（１９８１）に３棟が国の重要文化財に指定されています。 

③  随神門と廻廊は明暦２年（１６５６）の建築で、石段を上った境内上段に位置します。 

④  銅鳥居は享保４年（１７１９）建立の明神鳥居で、柱元に獅子の飾りが付いています。 

⑤  御殿と社務所は別当寺であった石塔寺に関わる建築で、安政３年（１８５６）頃に建て

られました。 



２  所在地  

   群馬県富岡市妙義町妙義  

  

３  概要  

（１）妙義神社  

・妙義神社は白雲山（妙義山の主峰）の東麓に境内を構える神社で、古くは「波己曾社」

と称していました。江戸時代には神仏習合・山岳信仰の神社として広く崇敬を集めまし

た。明治の神仏分離以前には、別当寺として石
せき

塔
とう

寺
じ

が置かれ、上野の寛
かん

永
えい

寺
じ

の末寺とし

て栄えました。  

 

（２ )指定となる建物の特徴  

① 随
ずい

神
しん

門
もん

 

 ・随神門は切妻造、銅板葺、三間一戸の八脚門です。組物は平三斗組拳鼻付として中備

は板蟇股を置き、軒は二軒繁垂木、妻飾は二重虹梁大瓶束、内部は三棟造です。明暦

２年（１６５６）の建立とみられます。  

 ・赤色・黒色で塗装され、全体として装飾は簡素です。彫刻・彩色による装飾化が進む

以前の、古い段階の神社建築の特徴を示します。  

 ・昭和３４（１９５９）８月に群馬県の重要文化財に指定されました。  

・廻廊とともに、妙義神社に現存する建物の中では最古級です。  

 

② 廻
かい

廊
ろう

 

・廻廊は桁行三間、梁間一間、切妻造、銅板葺の単廊で、随神門の北隣に位置します。

明暦２年（１６５６）の建立とみられます。  

・赤色・黒色で塗装され、全体として装飾は簡素です。彫刻・彩色による装飾化が進む

以前の、古い段階の神社建築の特徴を示します。  

 ・昭和３４（１９５９）８月に群馬県の重要文化財に指定されました。  

・随神門とともに、妙義神社に現存する建物の中では最古級です。  

 

③ 銅
どう

鳥
とり

居
い

 

 ・銅鳥居は享保４年（１７１９）建立の明神鳥居で、柱元に獅子の飾りが付いています。 

  額束には紀年銘が、南側柱足元には鋳物師銘が、貫上面には寄進者銘が残ります。  

 ・昭和３４（１９５９）８月に群馬県の重要文化財に指定されました。  

 

④ 御
ご

殿
てん

 

 ・御殿は入
いり

母
も

屋
や

造、銅板葺で、北西隅に渡廊下、南西隅に便所と旧湯殿が附属します。  

輪
りん

王
のう

寺
じの

宮
みや

（石塔寺の本山である寛永寺の座主）の宿所であり、前身建物が安政２年（１

８５５）の火災で焼失した後に再建され、翌年に上棟が行われました。  

 ・簡明な意匠に上質なつくりで、宮様の御座所である「上段の間」を内部に設けた、格

式高い建物です。  

 ・平成元年（１９８９）３月に妙義町（現・富岡市）の重要文化財に指定されました。  

 



 

⑤ 社
しゃ

務
む

所
しょ

 

 ・社務所は南棟・東棟・北棟の三棟を「コ」字形に配置しており、石塔寺の庫
く

裏
り

として

建てられました。前身建物が安政２年（１８５５）の火災で焼失した後に再建され、

全体としては安政５年（１８５８）頃に完成したと考えられます。  

・南棟には唐
から

破
は

風
ふ

造の玄関が附属し、往時の隆盛をうかがわせます。  

・平成元年（１９８９）３月に妙義町（現・富岡市）の重要文化財に指定されました。  

 

 ⑥ 附
つけたり

  

 ・御殿の建築年代等を記した棟
むな

札
ふだ

２枚については、年代や建築の経緯を示す貴重な資料

であることから、 附
つけたり

指定として保存が図られます。 

 ・波
は

己
こ

曾
そ

社
しゃ

本
ほん

殿
でん

及
およ

び拝
はい

殿
でん

は、明暦２年（１６５６）に現在の本殿・幣殿・拝殿の前身社

殿として建立されたもので、宝暦６年（１７５６）の現社殿建立時に分離移築され、

本殿を波己曾社、拝殿を神楽殿として再利用していたものです。昭和４４年（１９６

９）に現在地へと移築され、幣殿部分が復原されました。大規模な改修・移築を受け

ていますが、前身本社社殿として重要であることから、天保年間に波己曾社を修理し

た際の棟
むな

札
ふだ

２枚とともに、 附
つけたり

指定として保存が図られます。 

 ・波己曾社本殿及び拝殿については、昭和４３年（１９６８）５月に群馬県の重要文化

財に指定されました。  

 

４  指定基準について  

   指定基準「（５）流派的または地方的特色において顕著なもの」  

 

 

※国宝及び重要文化財指定基準（建造物の部） 

（昭和２６年５月１０日文化財保護委員会告示第２号、改正･平成８年１０月２８日文

部省告示第１８５号） 

 重要文化財 

建築物、土木構造物及びその他の工作物のうち、次の各号の一に該当し、かつ、

各時代又は類型の典型となるもの。 

 （１） 意匠的に優秀なもの 

 （２） 技術的に優秀なものもの 

 （３） 歴史的価値の高いもの 

 （４） 学術的価値の高いもの 

 （５） 流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 国宝 

  重要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に深いもの 

 

 

 

 

 

 



５ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 妙義神社境内 建物配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 妙義神社 境内上段（妙義神社提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 妙義神社 境内下段（旧石塔寺境内）（妙義神社提供） 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ 随神門 東から（富岡市教育委員会提供） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 妙義神社 随神門・廻廊 南西から（富岡市教育委員会提供） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 妙義神社 銅鳥居 東から（富岡市教育委員会提供） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 妙義神社 御殿 南東から（富岡市教育委員会提供） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
７ 妙義神社 社務所 南棟玄関 南から（富岡市教育委員会提供） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 妙義神社 附・波己曾社本殿及び拝殿 北東から（富岡市教育委員会提供） 


